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1) rNBR プロジェクトの進捗状況｣伊佐正 (NBR
委員長)
2) ｢NBRプロジェクトガイドラインと供給の流れJ
泰羅雅登 (NBR副委員長)
3) rサルを用いた研究の果たしてきた役割｣泰羅雅
登 (日本大学)
4) ｢実験動物としてみたニホンザルの特性｣松林清
明 (京都大学)
5) ｢動物福祉とは｣青木貢- (動物との共生を考え
る連絡会)
6)､｢海外の動物実験審査制度について｣鍵山直子(坐
理学研究所)
7) パネルディスカッションー日本におけるサルの研
究利用 〔座長〕茂原信生 (京都大学)
このシンポジウムには動物実験に批判的な団体か
らも出席があり,活発な議論が行われた.
17年には動物愛護法の改正も予定されている.ま
た,いわゆる外来生物規制法制定や感染症予防法の改
正など,サルを用いた動物実験に大きな彫轡を持つ法
規制に重要な変化が生じることが予想される.これら
の動きを見極めつつ,NBRプロジェクトは独自のガイ
ドラインやサル供給の募集要軍を作成し,実際の供給
開始に向けた作業を進めて行くことにしている.なお.
ガイドラインや募集要項に関しては,動物実験の噂門
家集団である国立大学動物実験施設協議会および公私
立大学動物実験施設協議会に内容を検討していただき,
助言を得た.
(文宋 :松林河明)
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